
Ⅰ． はじめに

　菌床シイタケの自然栽培は，施設への投資費や空調に

関するランニングコストのかからない低コストの栽培方

式として中山間地域で行われている。しかし，培養を温

度及び子実体発生期の関係から夏期に行うことが多く，

高温・雨等に伴う害菌被害が認められる。

　このうち，沿海地域において被害の多くを占める灰色

腐敗症状を示す害菌被害は一次培養を経て菌床が褐変し

た後，白色菌叢が発達し，やがて腐敗するものである

（1）。そこで，本害菌の培養特性を明らかにするため，

被害菌床から分離した菌株（K４０１）を用いて試験を

行ったので，その結果を報告する。

Ⅱ．材料と方法

　（１）供試菌株

   門川町の被害菌床から分離したK４０１菌株，対照菌株

として諸塚村の人工ほた場のほた木から分離したH. 

lactea菌株M１０７，森林総合研究所九州支所保存菌株の

H. schweinitziiグループ菌のM５２，KRCF３０６の２菌株，

H. pseudoconingiiの１菌株KRCF３０４及び国立科学博物

館保存菌株である H. muroiana，D９６の１菌株の計６菌

株を用いた（2．3）。

　（２）培養温度と菌糸成長

　MA平板培地（２％ MaltExtract，１．５％ Agar）を用

いて各菌株につき７枚使用した。接種源はK４０１及び

M１０７についてはMA平板培地で前培養した菌叢を４

mmのコルクボーラーで打ち抜き培地中央に接種した。

M５２，D９６，KRCF３０４，３０６はMA試験管培地で培養し

た菌叢を柄付針でかき取り，界面活性剤（０．５% 

tween８０）で懸濁した胞子液を柄付針に接触させ培地中

央に接種した。

　培養は１５℃から４０℃まで５℃間隔の６区分で恒温器

を用いて５日間行った。測定は１枚の平板培地につき縦，

横の２方向について平均値を求め，さらに全培地の平均

を求めた。  　　　　　　　　　　　　　　　

　（３）木粉培地での菌糸成長

  両口試験管（長さ２５cm，内径２．２cm）にブナ木粉と米

糠を容積比４：１で混合し，含水率を約６５％に調整した

培地を約９ cmの長さに詰め，滅菌放冷して各菌株５本

ずつ用いた。培養は２７℃で５日間行い，接種源として

K４０１及びM１０７は（２）の試験と同じものを用いた。

　M５２，D９６，KRCF３０４，KRCF３０６は（２）で作成した

胞子懸濁液を用い，各菌株とも分生胞子濃度が同じにな

るように希釈した。希釈液は両口試験管の一方に１００μl

ずつ接種した。

　（４）薬剤濃度と菌糸成長

　薬剤はベノミル水和剤（ベンレート水和剤）とチアベ

ンダゾール水和剤（パンマッシュ水和剤）を用いた。そ

れぞれ薬剤濃度が０．００，０．２５，０．５０，１．００，２．５０，及び

５．００ppmになるように，MA平板培地を各菌株につき５

枚作成した。供試菌はD９６，M１０７，KRCF３０４，３０６，K４０１

を使用し，接種源は（２）の試験と同じものを用いた。 

培養は２５℃の恒温器中で７日間行い，測定は（２）と同

様の方法で行った。

Ⅲ．結果と考察

　（１）培養温度と菌糸成長

　図－１に培養温度１５～４０℃までの６段階の菌糸成長を

示す。M５２，KRCF３０４，３０６は２５～３５℃で最大の菌糸成

長を示した。D９６とM１０７は３５℃で極端に成長が遅くなっ

たが，K４０１は高温ではその中間の成長を示した。K４０１

の被害は８月から１０月にかけて発生する。これはその頃

の気温条件がこれらの菌の成長に適しているのに加え，
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水分条件などが影響していると考えられる。

　（２）木粉培地

　図－２に木粉培地での菌糸成長を示す。D９６，

KRCF３０４が比較的遅いのに対してM１０７，KRCF３０６，

K４０１はほぼ同様の成長を示した。この結果は，被害が

発生すると急速に拡大するという現場の傾向を示してい

る。

　（３）薬剤濃度と菌糸成長    

　薬剤を添加しない場合の菌糸成長速度を１００としたと

きの薬剤添加培地での菌糸成長率を図－３にに示す。ベ

ノミル水和剤（図中Ｂと表記）とチアベンダゾール水和

剤（Ｐ）はトリコデルマ等の子のう菌，不完全菌に対し

て高い抗菌作用を示すといわれているが（4）KRCF３０４，

及び３０６に対しては抑制効果が高く，１PPMの濃度では

生長は１００％抑制された。一方，K４０１は５mmの伸長が

みられ，供試薬剤に対する耐性は他菌株よりも高いこと

が示された。

 Ⅳ．おわりに

　ベンレート１０００倍を使用して菌床を培養ハウスに入れ

る前に１回の薬剤散布を実施したところ，被害率は昨年

の１０％以下に低減した。 このことから事前に施設等への

薬剤散布が本菌の被害を回避するために有効であること

が示唆された。しかし，きのこには健康食品としての付

加価値があり，また，薬剤の連用は耐性菌の出現に繋が

るなど薬剤の使用には充分考慮を払うことが重要である。

今後は生態的防除をすすめるため感染経路の解明を検討

する必要がある。
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